
第61回日本手術看護学会　北海道地区学会　報告 

2026年5月16日、札幌で第61回日本手術看護学会北海道地区学会を開催しました。 

当日は現地59名、Web76名と、たくさんの方々にご参加頂き、誠に有り難う御座いました。 

災害をテーマに仙台赤十字病院　  松本　亜矢先生に特別講師として講演頂き、 

手術室認定看護師　 札幌徳洲会病院　西脇　貴広先生と北海道大学病院　能正　聖未先生からは、 

ノンテクニカルスキルの知識と実践について、講演頂いております。 

 　 　  

学会参加頂いた方達からの声では、「明日からすぐ現場で使えそう」「自分の職場を見直すきっかけになった」といっ

た前向きな声をたくさんいただきました。参加された皆さんが、それぞれの現場に学びを持ち帰ろうとしている様子

がとても印象的でした。 

中でも災害対応の講演は、実際の体験をもとにした具体的なお話が多く、「自分の現場だったらどうするかをイメー

ジしやすかった」「日頃の備えや訓練ってやっぱり大事だなと実感した」といった声が多く聞かれました。 

また、コミュニケーションやチームワークといったノンテクニカルスキルについても、「普段の関わり方を見直した

い」「スタッフ教育に活かせそう」と、多くの関心が集まりました。ランチョンセミナーで取り上げたDXや業務の

標準化については、「役立ちそう」という声がある一方で、「実際に導入するには工夫が必要そう」といった現場な

らではのリアルな意見も出ており、それぞれの施設に合ったやり方を考えていくことの大切さが感じられました。 

今回のハイブリッド開催については、「参加しやすかった」という声を多くいただきましたが、配信や案内の分かり

やすさなど、今後さらに良くしていきたい点も見えてきました。 

これからも、現場で役立つ学びが得られて、「参加してよかった」と思っていただけるような学会づくりを目指して

いきます。 

次回のご参加も、ぜひ気軽にお待ちしています！ 

 　 　 


